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研究成果の概要（和文）：本研究では、自閉スペクトラム症（研究開始時は広汎性発達障害、以下ASD）の児童と成人
を対象とし、自己理解に関する調査研究及び心理劇の実践を通して、情動機能と自己の発達について検討した。その結
果、ASDの情動機能と自己の発達について、（1）臨床実践及び質問紙調査等の多様なアプローチの有効性（2）定型発
達との比較検討によるASDにおける自己理解の特性（3）生涯発達的観点による支援の重要性（4）心理劇による支援の
有効性が示された。

研究成果の概要（英文）：The present study examined the development of emotional function and of self 
among children and adults with autism spectrum disorder (ASD) through self-understanding inquiry as well 
as psycho-drama. The main findings of the study were as follows: (1) multifaceted approach such as 
clinical practice combined with the questionnaire method is effective on this research topic;(2) 
comparing ASD with the typically developed, distinctive character of ASD on self-understanding were 
shown;(3) it is important to consider life-span development on support for ASD;(4) psycho-drama is 
effective support method to develop both emotional function and self among ASD.

研究分野： 教育心理学，発達心理学，障害児心理学，臨床心理学
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、昨今の保育・教育領域を中心と
する発達障害児・者への支援の必要性を背景
とするものである。特に、自閉スペクトラム
症（研究開始時は広汎性発達障害、以下 ASD
と表記）については、情動共有を含めた相互
主観的経験の保障に加え、自己同一性の確立
や自己理解という観点による支援の重要性
が指摘されてきた。 
以上の知見より、ASD の社会性の障害につ

いては、①認知能力により補償できない点を
明らかにしつつ、②情動機能の発達の様相を
理解しながら情動的側面に働きかけていく
支援と③自己の発達に働きかけていく支援
について検討することが重要であると考え
られた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ASD における「情動機能

と自己の発達」について、ASD の児童・成人
を対象とした心理劇による臨床実践及び自
己理解質問等の調査研究を通して検討し、
ASD への生涯発達支援に関する知見を提供
することである。臨床実践及び調査は、同一
の対象者に対して継続的に行われたものを
分析対象とする。第一研究では、児童を対象
として個人における発達的変化について検
討した。第二研究では、児童と成人を対象と
し、両群を比較することにより、それぞれの
発達段階における特徴及び生涯発達を視野
に入れた変化について検討した。第一研究及
び第二研究を通して、①児童期、成人期とい
う発達段階における有用な支援の在り方や、
②児童期から成人期に向けた支援の在り方
について検討した。 

 
３．研究の方法 
 ≪第一研究≫（24 年度～27 年度）ASD 児に
おける情動機能と自己の発達の関連 
１．対象：A 県の児童発達支援センターを利
用している ASD 児（12 名） 
２．手続き：①月 2 回約 45 分の心理劇セッ
ションにて参与観察を行い、セッションは
VTR にて記録を行った。セッション後のミー
ティングで、対象児の発言と行動及び学校や
家庭における特記事項について記録した。②
定期的に自己理解に関するインタビュー（滝
吉・田中、2011 を参考）を行った。③情動機
能と自己の発達について、「個人内の変容過
程」、「両者の関連」について分析した。 
≪第二研究≫（24 年度～27 年度）ASD 児者に
おける情動機能と自己の発達～成人期と児
童期の比較～ 
１．対象：A 県の児童発達支援センターを利
用している ASD児及び A県の指定障害者支援
施設・障害福祉サービス事業所を利用してい
る ASD 者（各 12 名） 
２．手続き：①ASD 児については第一研究と
同様。②ASD 者については、社会適応訓練キ
ャンプ（毎年二泊三日、6～9セッション）及

び施設で行われる心理劇セッションをVTRに
て記録し、自己理解に関するインタビューを
行った。③発達的視点から情動機能と自己の
発達について、「個人内の変容過程」、「両者
の関連」について分析した。 
 
４．研究成果 
（１）ASD 児における情動機能の発達につい
て 
①支援内容の検討 ASD 児の情動理解及び情
動表現を目的とした療育者の支援内容につ
いて検討した結果、以下の点が明らかになっ
た。１）療育者は、いずれの時期においても
観客である対象児への質問や、発言内容の繰
り返しを行う頻度が高い。２）療育者は、表
現された情動について正当を教えるのでは
なく、観客が療育者とのやり取りの中で情動
について理解を深める支援を行っている。
３）観客の発言を繰り返す際の療育者の発言
は、情動の類似性や多様性に言及する内容で
ある。４）療育者の発言数は、グループの成
熟度と関連している。 
②児童間の相互作用 「気持ちの理解」をテ
ーマとした心理劇のシェアリング（単独セッ
ション）について時系列分析を行い、主役を
演じた 2名の「表情」及び「視線の方向」と、
心理劇の監督による「動作」及び「発語」の
同時生起率を算出した。その結果、シェアリ
ングにおいて主役の視線は観客に向けられ
ている時間が最も長く、さらにその際にポジ
ティブな情動表出が見られる割合が高いこ
とが示された（図 1）。さらに、2 事例（1 年
間にわたる継続的セッション）を対象に児童
のポジティブな情動表出と視線の方向につ
いて時系列分析を行った結果、児童のポジテ
ィブな表情とグループのメンバーに対する
視線に関連が示された。 

 
（２）ASD 児における自己の発達について 
①定型発達児との比較 
 ASD 児の自己理解について定型発達児と比
較検討した結果、他者とのかかわりにおいて
自己をどのように理解するのかという点に
おいて違いが見られた。ASD 児においては、
他者の存在や影響を考慮せず、自己をとらえ



るという特徴が示された。一方、定型発達児
においては、他者との相互作用が自己理解に
おける重要な視点となり得ることが推察さ
れた。今回の結果は、ASD 児が他者との相違
点について自ら意識することが少ないこと
を示していると考えられる。他者との相互作
用において共通点への意識を促す等のかか
わりが、ASD 児の自己理解の発達を支える上
で重要である。  
②ASD 児における個人内の変容過程 
 児童期を通じた自己理解の発達について
自己理解質問とバウムテストを用いて検討
した。１）自己理解質問については、年齢に
よる自己理解の深まりが観察され、個人内の
発達的変化が示された。さらに、支援者がポ
ジティブな自己評価につながる具体的な関
わりを行っていくことが重要であることが
示された。２）バウムテストについては、知
的発達水準による比較を行った結果差は見
られず、外界への適応という視点から描かれ
た木を理解することの重要性が示唆された。 
③宿泊型療育の意義 単年度の宿泊型療育
における 6 名の児童について経過を分析し、
療育キャンプの要素がどのように児童の自
己の発達に作用するのか考察した。児童の自
己の発達においては、１）療育キャンプのプ
ログラム、２）学生ボランティアとの相互作
用、３）時系列的変化の 3点が重要であると
考えられた。 
④心理劇を通した変化の検討 多面的自己
理解を目的とした3年間にわたる心理劇場面
の分析を通して検討した。9 名の児童を対象
に分析した結果、客観的自己理解の深まりが
観察され、自身の行動及び心理の両面に着目
し、自己を理解するようになることが示され
た。 
（３）ASD 者における情動機能の発達につい
て 
 社会適応訓練キャンプにおいて実施した
心理劇セッションの分析により、ASD 者にお
いては、１）過去－現在－未来という時間軸
における自己、２）親との関係、３）社会的
自立が重要なテーマであり、これらのテーマ
を通して自己感情の理解及び家族をはじめ
とする身近な他者の感情理解に深まりが見
られることが示された。 
 
（４）ASD 者における自己の発達について 
①定型発達との比較 ASD の成人と定型発達
の成人に自己理解質問を実施し、成人の自閉
ASD における自己理解の特徴について検討し
た。その結果、１）定型発達と比較すると、
ASD の成人は人格特性等自己の内面について
説明することが難しいことが示された（図 2）。
このことから、自己の内面の表現に重点をお
いた積極的取り組みの重要性が示唆された。
２）ASD の成人は、自身の長所／短所につい
ては説明可能であるが、自身の好きなところ
／嫌いなところについては説明することが
難しかった。このことは、自己理解における

偏りと関連していることが示唆された。３）
自閉スペクトラム症の成人は、自身の行動ス
タイルに関する自己理解はよくできていた。
このことから、彼らの肯定的な自己理解を維
持するためには、現在の経験が重要であるこ
とが示唆された。 
②心理劇を通した変化の検討 多面的自己
理解を目的とした3年間にわたる心理劇場面
の分析を通して検討した。ASD 者 8 名を対象
に分析した結果、自身の過去と未来を比較す
ることによる自己理解の深まりが観察され
た。 

 
（５）ASD 児・者への生涯発達支援について 
心理劇については、ASD 児において、児童

期を通じて他者との関係で自己をとらえる
ようになる、自己の否定的な側面に気づく等
の変化が見られた。成人においては、児童と
比較して自己を多面的にとらえていること
が示され、自身の所属や社会人としての自立
が自己理解の視点として重要であることが
示された。さらに、児童と成人の双方におい
て、自己理解において生じる様々な情動が支
援者とグループメンバーによって受容され
ることを通して、様々な自己理解の在り様が
表現された。 
発達段階による自己理解の特徴を明らか

にするため、ASD の児童と成人に自己理解質
問を実施した。１）どのような領域において
自己に言及するのか、２）自己を理解する際
に言及する他者との関係性、３）自己を肯定、
否定、中立的に理解するのかが年齢により異
なるかについて2要因の分散分析を行ったと
ころ、いずれにおいても交互作用は示されず、
統計的観点からは児童と成人の間に有意な
差は見出されなかった。この結果については、
児童は学習技能の向上による変化が大きい
一方で、成人においては児童と比べて生活の
変化が少ない安定した時期であることが結
果に影響していることが推測された。今後の
課題として、対象者の日常生活と現在の自己
理解の関連を考慮し、さらなる検討を行う必
要性が示された。 
 以上より、ASD に対しては発達段階におけ
る特徴を理解し、生涯発達的視点による支援
を行う必要性が示された。 
 



（６）今後の展望 
 本研究で得られた知見は以下のとおりで
ある。 
① ASD の情動機能及び自己の発達において 
臨床実践においては、支援者の介入やグルー
プのメンバーとの関わりを通して調査研究
では示されない自己理解の在り方が示され
ることが明らかになった。このことから、臨
床実践及び調査研究という複数のアプロー
チによってデータを収集・分析することが、
ASD における自己理解を検討する上で重要で
あることが示された。 
②療育場面の時系列分析により、ASD 児にお
けるポジティブな情動表出と療育グループ
のメンバーに対する視線及び支援者の介入
が関連していることが明らかになった。この
ことから、ASD 児の情動機能の発達について、
客観的指標を用いた分析により、要因間の関
連を明らかにできることが示された。 
③ASD の児童と成人の比較を通して、自己理
解の在り方が発達段階によって異なること
が示された。このことから、生涯発達的視点
から自己理解について検討する必要性が再
確認された。 
④ASD の情動機能及び自己の発達については、
心理劇による支援、宿泊型療育による支援の
有効性が示された。 
さらに、今後の課題としては以下のとおり

である。①定型発達児との比較による ASD 児
における自己理解の特徴の詳細な検討、②成
人の肯定的自己理解を支援する取り組みの
検討、③児童及び成人の ASD を対象とした縦
断的調査及び事例的検討。思春期及び青年期
を含む分析による検討も今後の課題である。 
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